平成２０年夏期における高温・少雨対策技術
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平　成　２０年７月３０日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西部･東部･北部農業技術指導所
　広島県では，晴れて気温が高い状態が続いています。また，梅雨期間の降水量は平年より少なく経過し，７月に入ってからは，山地中心ににわか雨や雷雨の日もありましたが，沿岸部を中心に降水量の少ない状態が続いており，農作物等への影響が懸念されます。

　この高温・少雨による各種農作物への影響を最小限にとどめるための技術対策を作成したので，参考にして下さい。
　なお，気象情報や技術情報は，次のホームページに掲載されていますので，併せて参考にして下さい。


　高温と少雨に関する広島県気象情報　第１号　（広島地方気象台発表）

　　http://www.jma.go.jp/jp/kishojoho/338_20080722141444.html

　異常天候早期警戒情報　（広島地方気象台発表）

　　http://www.jma.go.jp/jp/soukei/
　　


　広島県農業災害対策マニュアル集（広島県農業情報ローカルネットワーク）

　http://www.f-net.naka.hiroshima.jp/localnet/html/index/kisyou/kisyousaigai/index.jsp
対策技術　　
　
作目
種類・作型
現在の特異的な状況
栽培管理対策
備考

水稲
全般
（西部農業技術指導所管内）

　中南部地帯についてはコシヒカリの出穂期は平年に比べて4～5日早まっており，5月10日前後田植で出穂期を迎えている。

　中生種については，7月下旬に幼穂形成期に入ると予想される。

　中北部でカメムシ類の発生がやや多くなっている。　
　
· 生育期間の中で最も水の必要な時期は幼穂形成期と穂ばらみ期なので，地域ぐるみでの計画配水が必要である。用水が極端に少ない場合でも，この時期にはできるだけ潅水を行い，出穂・開花期にほ場の土壌を湿潤状態に保つ必要がある。

· 防除や穂肥施用は時期を遅れないように注意する。
· カメムシ類の防除時期を逸しないようにする。（各指導所の病害虫発生予察情報　参照）
· 稲こうじ病やもみ枯細菌病等の発生し易い地域では予防的散布に努める。
· 高温登熟による白未熟粒の発生抑制対策として，登熟期間中は，極端に水を切らさないよう，間断潅漑に努める。落水時期の基準は出穂後25～30日頃ではあるが，土壌条件，気象条件などに応じて調整する。

















（東部農業技術指導所管内）

　一時的な降雨が各地で見られる。

　カスミカメムシ類は，平年に比べやや多い発生となっている。







（北部農業技術指導所管内）

７月の高温・多照により生育は進んでいる。
　局所的に葉イモチやフタオビコヤガの発生が多くなっている。















大豆
全般
　高温乾燥の影響を受けやすくなっている。落花，落莢の懸念がある。


· 土壌が乾燥しないよう早めに畝間潅水等を行う。ただし，大豆の葉腐れ病の発生が懸念される地域で，密閉度の高い生育ほ場では潅水に留意する。

　特に開花期～幼莢期のかん水効果が高い。


野菜
全般
　梅雨以降降雨が少なく，地域やほ場によっては，土壌水分が不足している状況にある。
○厚めの敷きわらを行う。
○ほ場乾燥に注意して潅水を実施する。
· 果菜類は開花期～果実肥大期に重点潅水する。
· 葉根菜類は播種期，移植期及び葉数増加期の重点潅水に努める。
· 畝間潅水は気温が下がる夕方から早朝に実施する。
· 奇形果，くず果の早期摘果による着果負担軽減を行う。
· 強整枝，剪定は避け，果実へ直射日光があたらないようにする。
· 生理障害の発生に注意し，早めの葉面散布及び，施肥を実施する。
· トマト，ピーマンの石灰欠乏に注意
· スイカ，ナスの苦土欠乏に注意
· アブラナ科のホウ素,石灰欠乏に注意
〇葉面散布は，日中の高温時を避けて，
　葉の裏側に散布する。
· 施設内の高温に注意し，換気を実施する。
· 収穫は気温の低い早朝に実施する。
○出荷時の過熟果や生理障害果の混入に注意する。
· 病害虫の発生に注意し,適期防除を徹底する。
· 薬剤散布は日中の高温時を避けて夕方に実施する。



アスパラガス

〇ほ場の乾燥に注意し，畝間潅水を実施する。




ホウレンソウ

○遮光資材で被覆しハウス内の温度を下げる。
○発芽ムラを防止する。
・播種量を２０％程度増量
・やや厚めの覆土
· 播種後の十分な潅水

· 播種後の寒冷紗のベタがけ



ピーマン

○収穫は，Ｌ，Ｍ中心にやや若もぎを実施する。
○徒長枝や株元の込み合った側枝の剪定と古葉かぎを実施する。
○根いたみ防止のため，敷ワラと適切な潅水を実施する。



イチゴ

○苗床及び鉢土の乾燥に注意して潅水する。
○本葉３～３．５枚程度に下葉かぎを順次実施する。
○苗床の日中の遮光処理を実施する（遮光率３０～４０％）。



トマト

〇ホルモン処理は，日中の高温時を避け，気温の低い時間帯に実施する。


花き
共通
　降雨が少なく，地域やほ場によっては，土壌水分が極めて不足する状況にある。
〇充分地温が低下した夜間から早朝にかけて畝間潅水等を行う。ただし，過剰なかん水は，開花期間近のものは上位節間が間延びし，切り花品質を低下させ，また，滞水させると根腐れを起こすので注意する。




バラ

· 遮光，換気を適切に行う。
· 養液栽培は給液不足にならないように,排液量に注意しながら給液回数を調整する。
ハダニ，うどんこ病の適期防除。


露地キク
　ほ場水分が不足して乾燥気味であり，害虫が発生しやすい状況である。
〇下葉かぎの実施により，蒸散抑制と通風改善を行い，ハダニ類，スリップス類，アブラムシ類の適期防除に努める。




リンドウ
　高温による葉焼け症状の発生が懸念される。
· 仕立て本数を適正に保つよう枝の整理を行い通風を図る。

· 黒寒冷紗被覆により50％前後の遮光を行う。
○敷きわらを活用する。


果樹
共通

　このまま乾燥状態が続けば，果実等への影響が懸念される。
○潅水施設・機材の整備と用水確保する。

○園内の雑草刈取り，敷き草等マルチとして利用する。

○表層を軽く中耕し，毛管水の蒸散を抑制する。

○根群域の狭い幼木では早めに潅水実施する。



温州みかん

○果実内容からすれば無降雨状態30日経過後から果実が軟化状態になり始めたら，少量潅水する。その後は，葉の萎凋状態・果実の軟化状態を確認しながら潅水を実施する。
○潅水は，少量の水を有効に実施する為，根の多い部分に局部潅水。
○適正結実量に達していない結実状態では果実肥大の為適正結実量にする。
○これまでの経験からすれば葉水程度の降雨では，７日間程度経過すると降雨前の状態に戻る。



中晩柑類

〇10日間隔で1回１０ｔ～３０ｔの潅水を実施して酸高果実を少なくし，果実肥大促進を図る（特にデコポン，はるみ）。



いちじく
高温・乾燥が続くとヤケ果の発生等が懸念される。
○定期的なかん水を行う。



ナシ，リンゴ（露地）
果実肥大期
花芽分化期
降雨が少なく，乾燥気味である。
○無降雨日数が6日以上続いた場合は20～30㎜程度の灌水を実施する。水量が十分確保できない場合は，局部灌水を実施する。
○園内の雑草を刈り取り，敷き草をマルチとして利用する。
○直射日光の当たる太枝の背面などは，白塗剤を塗布し日焼け防止を行う。また，樹冠上部や外側の果実での日焼け果の発生に注意する。


畜産
飼料作物
　7月上旬から高温少雨傾向で，飼料作物は高温乾燥の被害を受けやすくなっている。

　特に寒地型牧草は高温乾燥の被害を受けやすくなっている。


○長大作物（トウモロコシ，ソルゴー）

　・出穂～糊熟期に土壌水分の確保
　・病害虫（アワヨトウムシ等)の発生に

注意し，発生が著しい場合には早期刈り取りを実施する。
○放牧地での強度の放牧は牧草の生育障害，夏枯れを助長するので控える。
· 牧草の収穫は草勢が回復するまで控える。





乳牛
　気温の上昇とともに採食量の減少，乳牛では泌乳量の減少，乳成分の低下，肥育牛では増体量の低下が起こる。


○直射日光の遮断(寒冷紗)，屋根散水，白色塗装(屋根)を行う。
○換気扇，送風機により牛体への送風や牛舎内の換気に努め，牛の体感温度を下げる。乳牛に対する牛体送風については，夜間～早朝が重要である。
○高品質で消化の良い粗飼料やエネルギー濃度の高い飼料を，少量回数を多く給与する。
○牛がいつでも新鮮な水が十分飲めるようにする。
· 夜は涼しく安眠できる環境を確保す

　る。























